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ネット状連続繊維補強材を併用した RCはりの曲げひび割れ抑制に関する実験的検討 
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１．はじめに 

構造物の維持・管理にあたり，ひび割れは重要とされてお

り，ひび割れ抑制技術の確立が重要とされている．その一つ

にネット状連続繊維補強材(以下，連続繊維と称す)がある．

これは，引張応力の働く箇所に的確に施工することで効率的

にひび割れを抑制できる．既往の研究 1),2)によれば，連続繊

維を RC はりの引張鉄筋に配置することで曲げひび割れの

分散性やひび割れ幅抑制に効果があることが認められた． 

本研究では，連続繊維による曲げひび割れ抑制効果の定

量的な評価を目的とし，鉄筋と併用して配置した連続繊維が，

RC はりに及ぼす影響を実験により検討し，曲げひび割れの

抑制を評価する方法を提示する． 

２．実験概要 

２．１ 供試体概要 

RC はりの形状寸法を図-1 に，供試体の概要を表-1 にそ

れぞれ示す．供試体は，高さを300mm，幅を300mm，長さを

1500mm とし，かぶり，引張鉄筋比，連続繊維の配置枚数を

変化させた RCはり供試体を 6 体作製した．打込み終了後，

材齢2日で脱型し，材齢105日まで湿布養生してから載荷試

験を行った．載荷方法は，等曲げモーメント区間を 400mm と

する 2点集中載荷とした． 

２．２ 使用材料 

コンクリートは目標圧縮強度が 24N/mm
2 のレディミクストコ

ンクリートを使用した． 

連続繊維は耐アルカリ性ガラス繊維をネット状にしたもの

で，幅が 210mm，ネット間隔が 30mm×30mmの一軸方向に

配置されており，引張強度は 15000(N/幅)以上である． 

引張鉄筋に D16を，圧縮鉄筋にはD13をそれぞれ 2本，

せん断補強筋にはD10をせん断スパン内に80mm間隔でそ

れぞれ配置した． 

３．実験結果および考察 

３．１ 荷重および破壊形式 

表-2に各種荷重および破壊形式を示す．連続繊維を配 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

置した供試体の曲げひび割れ発生荷重および引張鉄筋降

伏荷重は，連続繊維を配置していない供試体より大きくなっ

ている．また，破壊形式は全ての供試体でまず引張鉄筋が

降伏し，その後，圧縮縁のコンクリートが圧縮破壊する曲げ

引張破壊を生じた． 

３．２ 最大曲げひび割れ幅と引張鉄筋ひずみ 

図-2 に最大曲げひび割れ幅と引張鉄筋のひずみ関係を

示す．曲げひび割れ幅は，供試体側面の引張縁から 10mm

の位置で測定された値で，最大ひび割れ幅については，最

大値を示す 1本のひび割れを対象とした． 

図に示すように，最大曲げひび割れ幅と引張鉄筋ひずみ

の関係は概ね直線関係を持つことが確認でき，引張鉄筋ひ

ずみが増加するほど，最大曲げひび割れ幅が比例して増加

表-1 供試体の概要 

供試体名 

引張 

鉄筋の 

呼び名 

かぶり 

(mm) 

引張 

鉄筋比 

(%) 

繊維 

枚数 

(枚) 

C35D16-0 

D16 

35 0.52 

0 

C35D16-1 1 

C35D16-2 2 

C70D16-0 

70 0.60 

0 

C70D16-1 1 

C70D16-2 2 
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図-1 供試体の形状寸法 
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することが確認できた．また，連続繊維を 1 枚配置したものは，

連続繊維を配置していないものよりも同じ最大曲げひび割れ

幅に対して引張鉄筋ひずみが大きく，連続繊維の配置による

ひび割れ抑制効果は小さいが，連続繊維を 2 枚配置すること

で，同じ最大曲げひび割れ幅に対して引張鉄筋ひずみが小

さくなり，連続繊維が負担していることが認められる． 

図-3は，引張鉄筋ひずみが 500，1000，1500μ時の，連続

繊維を配置した供試体の最大曲げひび割れ幅と連続繊維を

配置していない供試体の最大曲げひび割れ幅の比と引張鉄

筋のひずみの関係である．連続繊維を 1枚配置したものに関

しては，連続繊維を配置していないものよりひずみが大きく，

ひび割れの低減傾向が見られない．これは，実験上のばらつ

きであると考えられ，再度検討が必要である．しかし，連続繊

維を 2 枚配置したものに関して，本研究の範囲内では，引張

鉄筋ひずみに関わらず，概ね0.7になっていることが認められ

た．以降の検討は連続繊維を 2枚配置した供試体のものを対

象とする． 

３．３ 曲げひび割れ幅算定式への適用 

図-4に，計算値と実験値の比較を示す．３．２で議論した

連続繊維の配置によるひび割れ幅の低減効果を，土木学会

コンクリート標準示方書の曲げひび割れ幅の算定式3)へ反映

した式(1)より求めた計算値と実験値の比較を示している． 

w=1.1k1k2k3k4｛4c+0.7(cs-φ)｝(σse/Es+εcs’)  (1) 

ここに，k1：鋼材の表面形状がひび割れ幅に及ぼす影響を

表す係数(異形鉄筋の場合は1.0)，k2：コンクリート品質がひ

び割れ幅に及ぼす係数，k3：引張鋼材の段数の影響を表す

係数，ｋ4：連続繊維によるひび割れ抑制効果を示す係数，c： 

かぶり(mm)，cs：鋼材の中心間隔(mm)，φ：鋼材径(mm)，σse：

鋼材位置のコンクリートの応力度が0の状態からの鉄筋応力

度の増加分(N/mm2)，Es：鋼材の弾性係数(N/mm2)，εcsd’：コ

ンクリートの収縮およびクリープ等によるひび割れ幅の増加

を考慮するための数値である．ここに連続繊維の影響を考慮

し，k4を0.7とすることで，連続繊維を配置したRCはりの曲げ

ひび割れ幅が概ね予測できると考えられる． 

４．まとめ 

ネット状連続繊維補強材が RC はりの曲げひび割れに及

ぼす影響を検討し，土木学会式にその影響を考慮すること

で，曲げひび割れの抑制効果を概ね評価することができた． 
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表-2 各種荷重および破壊形式 

供試体名 

 ひび割れ 

発生荷重 

(kN) 

 引張鉄筋 

降伏荷重 

(kN) 

破壊 

形式 

C35D16-0 48.2 177.2 

曲げ 

引張

破壊 

C35D16-1 54.8 192.0 

C35D16-2 53.1 197.1 

C70D16-0 45.7 152.9 

C70D16-1 50.0 164.1 

C70D16-2 54.9 175.5 

図-2 最大曲げひび割れ幅―引張鉄筋ひずみ 
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図-3 ひび割れ幅の比―引張鉄筋ひずみ 
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図-4 計算値と実験値の比較 




